平成２７年度吉備学区連合町内会議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年５月１１日（文責　曽我）
１、日時　　平成２８年5月７日（土）　１４時～１５時１０分

２、場所　　吉備公民館　実技室

３、出席町内会　３４名（傍聴者含め36名）、委任状５町内会（5名）、（傍聴者6名）

出席役員　　７名

＊総会に先立ち、熊本地震で不幸にして亡くなられた方に対し、黙祷した。

４、開会挨拶　西村会長

５、来賓挨拶　吉備公民館長　清原義之
６、５４町内会中議決権者３４名、委任５名の計３９名となり定数に達し、総会は成立した。

７、議長選出　西村（規約に基ずき）

８、議事

　　１）平成２７年度事業活動報告（当日配布の別紙資料参照）

西村会長より、特に、連町会長として重要な部分（21件）中心に説明があった。

　　　　　＊質問　→　特に質問はなかった。
　　２）平成２３年度決算報告（別紙資料参照）

会計担当　林より説明あり。

　27年度実質収入　￥550,049　に対し、実質支出　￥366,675　繰越金　￥2,623,413
　　　（繰越金については、資料の￥2,591,939はミスであった）
　　　　　同上について、次田より監査報告あり。

＊同上の関連質問　→　特に質問はなかった。
→１）及び２）の議案が拍手で承認されました。
３）２８年度役員の選出について
　　　　会長より、総会開催の案内に、役員の候補推薦をお願いしているが、推薦者無く、別紙役員の案を提案し、全員承認された。（全員再任）
４）吉備学区連合町内会２８年度事業計画

西村会長より別紙参照
　・第12回まちかど博物館の実施　　　・会報（連合町内会かわら版）の発行

・吉備まちづくりの会（地域の歴史・文化遺産の調査や防災活動など）

・大賀ハスの保存　　　　以上は、前年度の継続事業である。

・ＡＥＤの設備のレンタルについて
西村会長の庭瀬駅での体験から、連合町内会で各町内会への貸出し用も含め

又救命救急講習会の開催等のためにレンタルしたいとの提案。

　概要：ﾚﾝﾀﾙ料　￥7,106/月、5年間　（質問→　保管は28年度は西村宅とする）
　　　　　　→　以上の件、拍手で承認された。　
特に、防災に関しては、4/14に発生の熊本地震（4/16の本震）で現在までかなり大きな
余震が想定外に継続発生している。又この地域は台風などに損害保険には加入されている

方はあるが、地震には全くと言っていい程加入されていなかった。

→岡山は南海地震がかなり髙い確率で想定されているので、注意は要する。
５）２８年度の予算案（別紙参照）

西村会長より別紙２８年度予算案の説明あり。

　　　収入案￥549､849、　支出案　￥463,060　繰越金￥2,710,202（配布資料ミスあった）
　特に、２８年度は、前述のＡＥＤのレンタルの料金（１０ｹ月分\71,060）で増額。

　　　　　　　特に、質問もなかった

　　　　　　　　＊会長より、予算案の内、２５０万円を災害特別積立金としたいと提案あった。

　　　　　　　　　　　（予備費　￥210,202となる）
　　　　　＊以上を含め予算案は、拍手で承認されました。

　　６）国際医療ＮＧＯ「ＡＭＤＡ」との協定について

　　　　　　＊協定案については、別紙資料参照

　　　　　西村会長より、概要につき説明あり。

　　　　　　概要：現在総社市や徳島市がAMDAと協定を結んでいる。

　　　　　　締結したら、万一吉備地域で大きな災害があった場合、ＡＭＤＡは優先的に支援してもらえる。吉備地区で何も問題がない場合は、吉備地区としては後方支援する。
　　　　　　→案については、拍手で承認された。但し、日付については後日決定。

　　　　　　＊質問：組織はどうなるのか？　→会長より、締結後に検討し、決めると発言あった、　　　　　　

７）その他

①吉備公民館の建替えについて
　　西村会長より、吉備地域センターとの合築やﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ等を含めての経緯や概要の説

明あった。但し、地域センターの撤去や駐車場の整備には少し時間がかかる。
　　　②熊本地震に対する震災義援金ついて

　　　　　西村会長より提案あり。

→岡山市連合町内会より熊本震災義援金として。１万円/口の要望あったが、

　西村会長としては、前項で承認されたＡＭＤＡとの関係から、１万円をＡＭＤＡ経由の

　義援金としたいとの提案があった。

→案については、義援金を支出すること及び但し支出は岡山市連合町内会でなくＡＭＤＡ

経由で行うことの２点いずれも拍手で承認された。
　　　③吉備学区道路改修について
　　西村会長より、

　　　　庭瀬駅東踏切の拡幅工事、足守川にかかる新幹線傍の４車線化に伴う架橋工事及び

　　　　足守川の入江橋から引舟橋での堤防工事等について概要の説明があった。

　　　　踏切の拡幅に伴うものとしては、３年後位にｴｳﾞｧﾎｰﾙ庭瀬まで行われる予定。
· 質問：例えば吉備小学校前の道路の補修要望などは、どの様に対処したら良いのか？

→西村会長より、町内会と連合町内会が一緒になって要望するのが基本であるが、場合によっては、町内会でも個人でも良いので、問題あれば西村会長まで連絡欲しい。

· 補足説明　：当地域の道路工事については、検証中も含め１０数件の事案が有るが、進んでいない事項も多く、西村会長より「吉備地区の道路を考える会」を提案され、委員の募集を行ったがわずか２名であり、当該会は、発足できなかったと曽我副会長より説明があった。（地域の道路について、地域住民の積極的な参加が重要である）

④吉備・陵南まちかど博物館開催について

横山理事から資料（当日配布）の実行委員の募集及びイベントの参加募集につき説明の上各地域での回覧をお願いした。
申込書は、吉備公民館に置く。（担当は、横山、公民館は小寺さん）
→特に反対なく承認された。　　
　　　⑤民生委員の改選について
　　　　　本年１１月が改選の月に当たるので、民生委員は２つ以上の町内会にまたがる地域も

　　　　　有るので、推薦に当たっては各町内長の協力をお願いしたいと西村会長より発言あり。
　　　⑥その他－１
　　　　　・吉備学区連合町内会かわら版　：各戸に配布の願い
　　　　　・岡山市連合町内会会報　：各地区での回覧のお願い　　以上は連合町内会として
　　　　その他―２（連合町内会とは、直接の関係は無いが）
　　　　　・恒例の足守川土手焼の件につき、下東城之内町内会長が代表してからの協力依頼があっ

た。（別紙資料参照）　→　福井町内会より、２８年度以降中止するとのことであった。
　　　　　・中央地域包括センター　平田分室　大隅氏より認知症サポート等の協力要請講座の開催などにつき協力を惜しまないので、是非利用して欲しいとのことであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　
1


